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午前９時３０分 開会 

 

開議挨拶 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    皆さん、おはようございます。定例会の最終日であります。今日は

決算委員会の立ち上げ等予定をされております。最後までよろしくお願いを申し上げてご挨

拶としたいと思います。 

 

開議宣告 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    本日の会議を開きます。ただ今の出席議員は１４人であります。本

日の議事日程については、印刷物で配布のとおりであります。 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会

議規則第１２６条の規定によって、１番福原輝美子議員と１２番佐藤剛敏議員を指名します。 

 

日程第２ 議案第１号 美瑛町定住促進住宅条例の一部改正について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第２、議案第１号、美瑛町定住促進住宅条例の一部改正につい

ての件を議題とします。本件について提案理由の説明を求めます。 

(「はい」の声) 

三田村住民生活課長。 

（住民生活課長 三田村 尚樹君 登壇） 

○住民生活課長（三田村尚樹君）○住民生活課長（三田村尚樹君）○住民生活課長（三田村尚樹君）○住民生活課長（三田村尚樹君）    おはようございます。議案第１号、美瑛町定住促進住宅条

例の一部改正の提案理由につきましてご説明を申し上げます。議案集につきましては１頁か

ら２頁になります。別冊資料につきましては、１頁に改正要旨と改正概要、２頁に新旧対照

表を掲載しております。最初に、別冊資料にて改正要旨、改正概要を説明させていただきま

す。改正要旨につきましては、美瑛町への移住定住希望者に対し、本町が持つ自然環境や農

村景観などの恵まれた地域資源環境の中で、良好な住環境を見出せるまでの間の住居といた

しまして、平成２５年に本町の元消防職員住宅を改修し定住促進住宅を２戸整備いたしまし

た。その後、移住定住希望者の相談件数も年々増加していることから、公有財産を有効活用
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するなど定住促進住宅戸数をさらに確保するため、本条例の一部を改正するものです。改正

概要につきましては、住宅戸数４戸分の増加により、第２条名称及び位置を別表１に、第８

条家賃の額を別表第２に規定するものです。それでは議案を朗読いたします。 

(議案の朗読を省略する) 

以上で、議案第１号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。改正条例全文について質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

(「はい」の声) 

９番、和浩幸議員。 

○９番（○９番（○９番（○９番（和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）    ９番、和でございます。条例改正案についてお尋ねをいたします。

定住促進を目的とした条例でございまして、移住を迎え入れるという意味で大変歓迎すべき、

賛成する議案でございます。ただ、１点お尋ねをさせていただきます。定住が求められてい

る一方で、現在の町営住宅、公営住宅の状況を見てますと、毎回抽選で入居希望者が多くて、

町民の中でも住宅の需要というのは高いものがあると思います。その中で定住促進に使って

いこうということなんですけれども、そこでお尋ねいたしますけれども、既に２棟定住促進

住宅として利用なさっておりますけれども、定住としての効果、実績というのはいかがでご

ざいますでしょうか。 

(「はい」の声) 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、三田村住民生活課長。 

○住民生活課長（三田村尚樹君）○住民生活課長（三田村尚樹君）○住民生活課長（三田村尚樹君）○住民生活課長（三田村尚樹君）    定住促進住宅の２戸の実績ということですが、定住促進住

宅は入居期間が３年ということで決めさせていただいてます。２８年度が３年目になります

が、２戸のうち１戸の方はですね中古住宅を購入していただき町に定住されてると。もう１

戸に関しましては、公営住宅に入居されたと、抽選で入居されたと。この方もですね、定住

促進住宅が毎年入居者とお話をしてですね、今どういう感じかということをお話を毎年され

ておりまして、その公営住宅に入居された方もですね、中古住宅を探して美瑛町に住みたい

という意向を、そういう考えでおられるというふうに確認しております。以上です。 

(「はい」の声) 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、９番和議員。 

○９番（○９番（○９番（○９番（和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）    順調に定住が進んでるということを聞きまして安心いたしました。

もう１点だけですすいません。今回新たに４棟の住宅を増やすというわけでございますけれ

ども、この中には教員住宅として、現役で直前まで使われていた住宅も含まれていると伺っ

ておりますけれども、その教員住宅としての機能そのものに対して影響はないのかどうか、

そのあたりについてお尋ねをいたします。 
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(「はい」の声) 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、三田村住民生活課長。 

○住民生活課長（三田村尚樹君）○住民生活課長（三田村尚樹君）○住民生活課長（三田村尚樹君）○住民生活課長（三田村尚樹君）    はい、今４戸を増やすということで、そのうちの３戸が教

員住宅で利用してた物件です。教員住宅３戸のうち１戸はですね今年の３月まで教員住宅と

して利用しておりました。残りの２戸におきましては、２７年、昨年ですね、４月以降入居

者がいないというか利用をしてなかったということもありまして、この３件の物件に関しま

しては、所管の管理課の方とも打ち合わせをしながらですね、定住促進住宅で利用しても構

わない、構わないと言うか移行してもいいということで、ここに定住促進住宅として利用し

ていきたいということの提案です。以上です。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    関連で宮﨑課長から何かありますか。 

(「はい」の声) 

はい、管理課長。 

○管理課長（○管理課長（○管理課長（○管理課長（宮﨑宮﨑宮﨑宮﨑敏行君）敏行君）敏行君）敏行君）    教員住宅の管理に支障が、影響がないのかというご質問だと思い

ますけども、現在教員住宅４７戸を管理しておりまして、空きについては８戸ある状況です。

ただこの８戸については、この空いてる時期に空いてる状態の中で修繕が必要な箇所、人が

入ってるときにはなかなかできないような床だとかそういうとこの修繕に値する期間、また

４月１日の人事異動で転入転出、それぞれの引っ越しの時期が重なるものですから、そうい

った調整にこういった空き住宅を使ってる部分でございます。今回定住促進住宅の方に移行

する部分については、教員住宅の管理として支障のない範囲ということで、３戸出したとこ

ろでございます。以上です。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、他にありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

(「なし」の声) 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第２、議案第１号の件を採決します。議案第１号、美瑛町定住促進住宅条例

の一部改正についての件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。したがって、議案第１号の件は原案のとおり可決されました。 
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日程第３ 議案第２号 専決処分について 

日程第４ 議案第３号 専決処分について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第３、議案第２号、専決処分について承認を求める件、日程第

４、議案第３号、専決処分について承認を求める件を一括議題とします。 

これから、各議案の提案理由の説明を求めます。まずは、議案第２号について提案理由の

説明を求めます。 

(「はい」の声) 

はい、鈴木総務課長。 

（総務課長 鈴木 貴久君 登壇） 

○総務課長（鈴木貴久君）○総務課長（鈴木貴久君）○総務課長（鈴木貴久君）○総務課長（鈴木貴久君）    おはようございます。議案第２号の専決処分について提案理由に

つきましてご説明申し上げます。議案集は３頁から１１頁になります。今回の専決処分につ

きましては、平成２８年度美瑛町一般会計補正予算第４号について平成２８年９月１日に専

決しましたので地方自治法の規定により報告し承認をお願いするものです。専決した補正の

内容については、先月８月に発生した台風によって被害を受けた公共施設、町道及び橋梁等

の応急のための災害復旧関連費用の補正でございます。それでは最初に議案を朗読します。 

(議案の朗読を省略する) 

それでは、歳入歳出補正予算事項別明細書の歳出の方から説明いたします。８頁をお開き

願います。歳出、第３款民生費、第２項児童福祉費、第３目へき地保育所費、補正額７９０

万１千円の追加。美田へき地保育所災害修繕事業、先月８月に発生しました台風に伴い美田

へき地保育所が浸水被害を受けたため保育所内の床張り工事等を主とする修繕の追加でござ

います。一部災害共済金で財源充当いたします。 

第７款商工費、第１項商工費、第５目ビルケの森費、補正額２００万円の追加。ビルケの

森パークゴルフ場運営事業、台風に伴うビルケの森パークゴルフ場内の倒木処理などに係る

費用の追加です。 

第２項文化スポーツ振興費、第７目保健体育施設費６０万円の追加。その他保健体育施設

運営事業、台風に伴う美沢美生にあります美瑛滑空場倉庫の修繕料の追加です。一部災害共

済金で財源充当いたします。 

第８款土木費、第２項道路橋梁費、第１目道路維持修繕費、補正額２千４万３千円の追加。

道路維持修繕事業、台風に伴い被害を受けた町道五稜美瑛線ほか５４路線の維持修繕費及び

砂利などの原材料費の追加です。 

第１０款教育費、第１項教育総務費、第５項通学自動車運行費、補正額６９万２千円の追
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加。スクールバス運行事業、台風に伴い朗根内と俵真布を結ぶ九線橋が崩落したため、スク

ールバスの運行路線変更と臨時便運行のための車両借上料の追加です。 

次の頁になります。第１２款諸支出金、第２項公営企業費、第１目上水道事業補助金、補

正額２２１０万円の追加。上水道事業補助事業、台風に伴う白金取水地と浄水場間の導水管

などが破断したため応急工事に要した費用の国庫補助金分を除いた額を一般会計から負担す

る追加です。 

第１３款災害復旧費、第１項公共土木施設災害復旧費、第１目現年発生災害復旧費、補正

額６７２２万円の追加。公共土木施設災害復旧事業、台風に伴う九線橋ほか４橋梁、町道法

面などの災害復旧測量調査設計委託料の追加です。 

第２項農林業施設災害復旧費、第１目農業施設災害復旧費、補正額５９４万４千円の追加。

農業施設災害復旧事業、台風によって被害を受けた農地の復旧に係る測量調査設計費の追加

でございます。 

次に、歳入について説明いたします。６頁へお戻り願います。歳入、第１０款地方交付税、

第１項地方交付税、補正額３千万円の追加。特別交付税です。台風災害に伴う復旧費です。 

第１９款繰越金、第１項繰越金、補正額９５５０万円の追加。前年度繰越金です。平成２

７年度の繰越金は今回の９５５０万円を計上し１億５９８６万９千円となりました。専決後

の繰越金財源は２２１６万８千円を保留しています。 

第２０款諸収入、第５項雑入、補正額１００万円の追加。町有建物災害共済金、台風に伴

って被害を受けた施設に係る災害共済金です。 

５頁の第１表歳入歳出予算補正は説明を省略いたします。 

以上で、議案第２号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    次に、議案第３号について提案理由の説明を求めます。 

(「はい」の声) 

はい、中島水道整備室長。 

（水道整備室長 中島 二郎君 登壇） 

○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）    おはようございます。議案第３号、専決処分についての提案

理由につきましてご説明を申し上げます。議案集は１２頁から１６頁になります。平成２８

年度美瑛町水道事業会計補正予算につきまして地方自治法第１７９条第１項の規定により

９月１日に専決をしましたので議会の承認をお願いするものであります。 

収益的支出では、営業費用で災害に伴う仮復旧に係る経費の追加であります。 

収益的収入では、営業外費用で仮復旧に係る一般会計補助金の追加であります。 

資本的支出では、建設改良費で災害に伴う本町地区及び白金地区水道管破断に係る仮復旧

工事費の追加であります。 
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資本的収入では、仮復旧に係る国庫補助金及び一般会計補助金の追加であります。それで

は議案を朗読いたします。 

(議案の朗読を省略する) 

初めに、収益的収入及び支出の支出よりご説明いたします。１５頁になります。 

支出、第１款水道事業費用、第１項営業費用、第１目原水及び浄水費、補正額５０万円の

追加。町道野鳥の森線電柱仮復旧費でございます。 

第３目総係費、補正額６６０万円の追加。原水取水停止に伴う水沢配水地への補水に係る

関係機関からの応援負担金と使用車両の燃料代であります。 

次に、収入についてご説明いたします。収入、第１款水道事業収益、第２項営業外収益、

補正額７１０万円の追加。災害の仮復旧に係る一般会計補助金であります。 

次に、資本的収入及び支出の支出からご説明いたします。１６頁になります。 

支出、第１款資本的支出、第１項建設改良費、補正額２５００万円の追加。本町地区導水

管、白金地区送水管及び平和地区送水管の仮復旧工事費でございます。 

次に、収入についてご説明いたします。収入、第１款資本的収入、第１項国庫補助金、補

正額１千万円の追加。仮復旧に係る国庫補助金であります。 

第２項一般会計補助金、補正額１５００万円の追加。仮復旧に係る一般会計補助金であり

ます。 

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３５５３万４千円は、過年度分損益勘定留

保資金３５５３万４千円で補てんするものとする。 

以上で、議案第３号についての提案理由の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これで、２案件について提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。２案件に関連する事項について総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。これで、２案件に関連する総括質疑を終了します。 

次に、議案第２号についての質疑を行います。議案集は８頁から１１頁まで、初めに平成

２８年度美瑛町一般会計補正予算の歳入歳出補正予算事項別明細書の歳出全款について質疑

を許します。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終了します。 

次に議案集６頁から７頁まで、歳入歳出補正予算事項別明細書の歳入全款について質疑を

許します。 
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質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。次へ進みます。 

次に議案集３頁から５頁まで、議案第２号の本文、それから平成２８年度美瑛町一般会計

補正予算の条文及び第１表歳入歳出予算補正についての質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。これで、議案第２号について質疑を終了します。 

次に、議案第３号についての質疑を行います。議案集は１２頁から１６頁まで、平成２８

年度美瑛町水道事業会計補正予算の本文と条文及び補正予算説明の全般について質疑を許し

ます。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。これで、議案第３号についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、討論なしと認めます。したがって、２案件の討論を終わります。これから日程第３、

議案第２号の件を採決します。議案第２号、専決処分について承認を求める件を承認をする

ことに賛成の方は挙手願います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。したがって、議案第２号の件は承認をすることに決定をしま

した。 

次に日程第４、議案第３号の件を採決します。議案第３号、専決処分について承認を求め

る件を承認をすることに賛成の方は挙手願います。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。したがって、議案第３号の件は承認をすることに決定しまし

た。 

 

    日程第５ 議案第４号 平成２８年度美瑛町一般会計補正予算について 

 日程第６ 議案第５号 平成２８年度美瑛町白金泉源事業特別会計補正予算について 

 日程第７ 議案第６号 平成２８年度美瑛町水道事業会計補正予算について 
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○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第５、議案第４号、平成２８年度美瑛町一般会計補正予算につ

いての件、日程第６、議案第５号、平成２８年度美瑛町白金泉源事業特別会計補正予算につ

いての件、日程第７、議案第６号、平成２８年度美瑛町水道事業会計補正予算についての件

を一括議題とします。 

これから、各議案の提案理由の説明を求めます。まず、議案第４号について提案理由の説

明を求めます。 

(「はい」の声) 

はい、鈴木総務課長。 

（総務課長 鈴木 貴久君 登壇） 

○総務課長（鈴木貴久君）○総務課長（鈴木貴久君）○総務課長（鈴木貴久君）○総務課長（鈴木貴久君）    議案第４号の提案理由につきましてご説明申し上げます。議案集

は１７頁から３８頁になります。今回の補正予算の主なものは、台風災害に伴って破損した

橋梁、町道、林道、河川などの応急復旧に係る維持修繕費、助成金、見舞金など、退職手当

組合負担金率確定に伴う調整、町ホームページリニューアルに伴うサーバー費用、景観映像

製作費用、地域や諸団体の創立記念事業への奨励補助金、地域おこし企業人招聘に伴う経費、

シェルター施設管理運営費用、まちづくり寄附金に伴う贈答品費用の追加、介護者見守り介

護ロボット導入費用、予防接種、蜂駆除に係る費用、農業技術研修センターの整備費用、国

営、道営事業などの事業費精査、四季の情報館交流促進施設の修繕費用、ビルケの森トイレ

冬季間開設に係る費用、圧雪者、郷土学館天文台観測室の改修費用、各種公園改修事業交付

金確定に伴う財源調整、町営住宅の修繕、定住促進住宅として整備する住宅の改修費用、ま

ちづくり寄附金の基金積立てなどの追加でございます。それでは議案を朗読いたします。 

(議案の朗読を省略する) 

それでは、歳入歳出補正予算事項別明細書の歳出の方から説明いたします。議案集の２５

頁をお開き願います。 

歳出、第２款総務費、第１項総務管理費、第１目職員給与費、補正額４４万５千円の減額。

１退職手当組合負担金４０９万６千円の減額。退職手当組合負担金負担率確定に伴うもので

ございます。 

２退職手当組合特別負担金３６５万１千円の追加。退職手当組合負担金３か年の精算額確

定に伴う負担金の追加です。 

第２目一般管理費、補正額１２２万２千円の追加。１一般管理事業３８万３千円の追加。

台風で被害を受けた南富良野町へ派遣した職員の作業服及び町旗劣化に伴う追加とまちづく

り寄附金数量件数増加に伴う広報発送経費の追加です。 

２職員研修事業３８万９千円の追加。防災講演会及び顧問弁護士の職員研修講師謝礼とダ

ム管理技術者の研修受講経費の追加です。 
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３交際費４５万円の追加。台風により床上床下浸水の被害を受けた町民への災害見舞金と

渉外活動に要する経費の追加です。 

第５目財産管理費、補正額３４万７千円の追加。庁舎維持管理事業、非常用放送非常警報

設備の修繕費用の追加です。 

第６目情報管理費、補正額２１７万４千円の追加。１情報管理事業８７万８千円の追加。

ホームページリニューアルに伴うサーバー利用料、タブレット端末のインターネット利用料、

十勝岳望岳台シェルター施設に公衆無線ＬＡＮ設置に係る親機設置作業委託料でございます。 

２情報戦略推進事業１２９万６千円の追加。本町の広大な景観の映像制作撮影編集の委託

費の追加です。一部、北海道の地域づくり総合交付金を充当いたします。 

次の頁になります。第７目地域振興費、補正額７０７万１千円の追加。１地域振興奨励補

助等事業１７９万７千円の追加。各団体の創立記念事業に対する補助金の追加です。 

２地域おこし企業人管理事業５２７万４千円の追加。総務省事業で３大都市圏から企業人

招聘に伴う関連費用の追加でございます。 

第１０目災害対策費、補正額３５６万８千円の追加。１防災活動事業２０万４千円の追加。

台風災害対応に伴う消耗品、避難者災害対応食品などに係る食糧費、毛布洗濯代の追加でご

ざいます。２十勝岳望岳台防災施設整備事業２５０万円の追加。台風災害に伴う給水管路の

整地埋戻し経費の追加です。３十勝岳望岳台防災シェルター管理運営事業８６万４千円の追

加。十勝岳望岳台防災シェルターが１０月から開設となり、施設管理に要する光熱水費など

の費用の追加です。 

第１２目諸費、補正額８４万円の追加。まちづくり寄附管理事業、まちづくり寄附件数増

加に伴う贈答品等の追加でございます。 

次の頁になります。第３款民生費、第１項社会福祉費、第２目高齢者福祉費、補正額９２

万７千円の追加。地域介護・福祉空間整備事業、要介護見守り介護ロボット導入費用の追加

です。１００％国庫補助となります。 

第２項児童福祉費、第２目保育所費、どんぐり保育園管理運営事業、保育中における軽傷

事故について日本スポーツ振興センターからの給付金の追加です。 

第４款衛生費、第１項保健衛生費、第３目予防費６３万円の追加。予防接種事業、予防接

種関連法等の一部改正に伴う乳幼児の定期接種費用の追加でございます。 

第６目環境衛生費１２万６千円の追加。蜂駆除事業、蜂の巣の駆除件数増加による追加で

ございます。 

次の頁になります。第６款農林水産業費、第１項農業費、第２目農業振興費、補正額３０

８万９千円の追加。１農業振興管理事業２４万６千円の追加。台風により置杵牛地区飲雑用

水施設破損に伴う復旧に係る費用の助成でございます。２農業技術研修センター管理運営事
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業１５４万５千円の追加。当センター加工室の急速冷凍庫故障に伴う更新費用の追加です。

３環境保全型農業直接支払交付金２１万８千円の追加。事業対象面積確定に伴う交付金の追

加です。４農業技術研修センター畜産加工施設整備事業１０８万円の追加。当センターみの

りの畜産加工施設整備に係る実施設計委託料の追加です。 

第３目畜産業費、補正額３７８万円の追加。白金牧場管理運営事業、台風に伴う牧場内堆

肥舎修繕費の追加です。一部災害共済金で財源充当いたします。 

第２項耕地費、第１目耕地整備費、補正額４８万７千円の追加。１国営造成施設管理体制

整備促進関係事業、事業費調整による節間の調整です。２農業農村整備関係負担金１万４千

円の追加。事業精算に伴う土地連負担金の追加です。２道営経営体農地集積促進事業補助金

４７万３千円の追加。事業費精査に伴う補助金の追加です。 

第３目基幹水利施設管理費、補正額２５７万１千円の追加。基幹水利施設管理運営事業、

台風落雷により白金ダム管理棟などの計器、機械類が故障したためその修繕に要する経費の

追加でございます。 

第３項林業費、第２目町有林管理費、補正額８０６万９千円の追加。町有林管理事業、台

風による町有林道３か所の補修費用の追加でございます。 

次の頁になります。第７款商工費、第１項商工費、第３目観光費、補正額２４２万９千円

の追加。１観光センター運営管理事業３２万９千円の追加。台風により白金観光センター敷

地内倒木処理整地に要する費用の追加です。２四季の情報館管理運営事業、２１０万円の追

加。当館の冷却等モーター循環ポンプ更新に要する費用の追加です。 

第４目交流促進施設費、補正額９３万７千円の追加。交流促進施設管理運営事業、当施設

ラヴニールの排水設備などの施設内の修繕費用の追加です。 

第５目ビルケの森費、補正額９３万７千円の追加。１ビルケの森管理事業６１万３千円の

追加。ビルケの森トイレ冬季間開設に際しての光熱費などの経費の追加です。２ビルケの森

パークゴルフ場運営事業３２万４千の追加。台風による当施設内の倒木抜根処理に係る費用

の追加です。 

第６目イベント推進費、補正額９０万１千円の追加。イベント推進事業、圧雪車２台に係

る修繕料の追加です。 

第２目文化スポーツ振興費、第４目郷土学館費、補正額２１５万円の追加。郷土学館管理

運営事業、天文台観測室内の待機時間の短縮と室内の使用人数の拡大を図るため、室内の施

設改修工事の追加でございます。 

次の頁になります。第８款土木費、第２項道路橋梁費、第１目道路維持修繕費、補正額３

０１５万７千円の追加。道路維持修繕事業、台風被害による道路維持修繕、砂利などの原材

料費の追加です。 
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第３項河川費、第１目河川費、補正額６６５万円の追加。河川管理事業、台風災害による

河道河床の整理、重機借上料に係る費用の追加です。 

第４項都市計画費、第３目公園費、補正額８３８万円の追加。１丸山公園改修事業、１０

３０万円の追加。交付金額確定に伴う事業費の追加と財源調整です。２憩が森公園改修事業

１５７万円の減額。３ことぶき公園改修事業費３５万円の減額。いずれも事業費減に伴う交

付金などの財源調整です。 

第５項住宅費、第１目住宅管理費、補正額１２６４万３千円の追加。町営住宅管理事業、

町営住宅のボイラー等の修繕、湿気等による室内改修と定住促進住宅として整備する住宅の

改修費用の追加です。なお、定住分の２分の１については、国の補助金、地方創生推進交付

金を充当する予定です。 

第２目住宅建設費、補正額２万６千円の追加。北町団地２号棟建設事業、建物の完成検査

申請手数料の追加です。 

次の頁になります。第１０款教育費、第１項教育総務費、第２目事務局費、補正額３万６

千円の追加。教職員健康管理事業、教職員の一般健診に係る委託料の追加です。 

第１２款諸支出金、第１項普通財産取得費、第８目丘のまちびえいまちづくり基金費、補

正額２５６万２千円の追加。丘のまちびえいまちづくり基金の運用管理事業、ふるさと納税

分１２６件分の追加です。 

第２項公営企業費、第１目上水道事業補助金、補正額８４７万円の追加。上水道事業補助

事業、台風による水道災害の応急費用に要する一般会計負担分の追加です。 

第１３款災害復旧費、第１項公共土木施設災害復旧費、第１目現年発生災害復旧費、補正

額７６６０万９千円の追加。公共土木施設災害復旧事業、台風に伴って被害を受けた俵真布

九線橋の復旧工事、仮橋設置などに係る復旧関連費用の追加でございます。 

第２項農林業施設災害復旧費、第１目農業施設災害復旧費、補正額８９９万９千円の追加。

農業施設災害復旧事業、台風災害に伴う農業施設、農地の応急対応と工事費の追加でござい

ます。 

次に、歳入について説明いたします。２１頁にお戻り願います。 

歳入、第１０款地方交付税、第１項地方交付税、補正額７８６６万６千円の追加。普通交

付税５５１６万６千円、特別交付税２３５０万円。普通交付税のうち平成２８年度の交付決

定額は４４億８３３万３千円で、今回での補正済額、地方交付税分としては４２億９４１６

万６千円となり、臨時財政対策債の保留分を除くと１億９７万７千円の実質保留財源として

ございます。 

第１２款分担金及び負担金、第１項負担金、第３目農林水産業費負担金、補正額１０万３

千円の追加。基幹水利施設管理負担金しろがね地区、基幹水利施設修繕費用の上富良野町、
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中富良野町からの負担金です。 

第１４款国庫支出金、第１項国庫負担金、第３目災害復旧費負担金、補正額３８０５万円

の追加。公共土木施設災害復旧費負担金、俵真布九線橋復旧工事の補助対象事業費の２分の

１分でございます。 

第２項国庫補助金、第１目総務費補助金、補正額２８５万円の追加。地方創生推進交付金、

定住促進住宅改修部分の２分の１でございます。 

第２目民生費補助金９２万７千円の追加。地域介護・福祉空間整備推進交付金、介護ロボ

ット導入交付金です。 

第５目土木費補助金、補正額３５０万円の追加。１丸山公園改修事業交付金４０４万４千

円の追加、２憩が森公園改修事業交付金４万６千円の減少、３ことぶき公園改修事業交付金

４９万８千円の減少、それぞれ交付金額決定によるものでございます。 

第１５款道支出金、第２項道補助金、第１目総務費補助金、補正額６０万円の追加。地域

づくり総合交付金、情報発信として本町の映像制作に係る北海道からの交付金でございます。 

第４目農林水産業費補助金、補正額１９４万３千円の追加。環境保全型農業直接支払交付

金１６万３千円、事業対象面積確定に伴う交付金の補助４分の３分でございます。 

耕地費補助金、基幹水利施設管理事業補助金しろがね地区１７８万円、基幹水利施設修繕

に係る補助金の追加です。 

第１７款寄附金、第１項寄附金、補正額２５６万２千円の追加。まちづくり寄附金１２６

件分の追加です。９月５日現在、４月からの累計としまして申込件数１４２８件、額として

２３０４万６５７２円となっています。 

第１８款繰入金、第１項繰入金、補正額６６７万７千円の追加。１公共施設等整備基金繰

入金４８８万円の追加。公園改修事業に係る事業費追加調整によるものです。２丘のまちび

えいまちづくり基金繰入金１７９万７千円の追加。各団体創立記念事業に補助するため地域

振興奨励補助への繰入金でございます。 

次の頁になります。第１９款繰越金、第１項繰越金、補正額２２１６万８千円の追加。前

年度繰越金です。今回の補正で保留していた繰越金の額２２１６万８千円を全額計上しまし

た。 

第２０款諸収入、第５項雑入、補正額８５万４千円の追加。１つ目の光熱水費８千円、４

つ目のその他雑入２千円、これにつきましては十勝岳望岳台シェルター内の自動販売機設置

に係る光熱費等の収入でございます。２つ目町有建物災害共済金、台風災害による公共施設

災害共済金です。８２万６千円です。３日本スポーツ振興センター補償金１万８千円、どん

ぐり保育園軽傷事故共済給付決定によるものです。 

第２１款町債、第１項町債、第９目災害復旧債、補正額３８００万円の追加。公共土木施
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設災害復旧費、俵真布九線橋復旧工事補助対象事業のうち国庫補助を除く分を起債で追加す

るものです。 

続きまして、第２表の説明をいたします。２０頁へお戻り願います。第２表地方債補正、

災害復旧事業の起債を新たに追加するものでございます。起債の目的、災害復旧事業、限度

額３８００万円。起債の方法、証書借入または証券発行、利率３％以内、償還の方法、政府

資金については、その融資条件により銀行その他の場合にはその債権者と協定するものによ

る。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、または繰上償還もしくは

低利に借換えすることができる。 

１８頁、１９頁の第１表歳入歳出予算補正の説明は省略いたします。以上で、議案第４号

の提案理由の説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    次に、議案第５号について提案理由の説明を求めます。 

(「はい」の声) 

はい、中島水道整備室長。 

（水道整備室長 中島 二郎君 登壇） 

○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）    議案第５号の提案理由につきましてご説明申し上げます。議

案集の３９頁から４４頁になります。初めに、３９頁をお開き願います。今回の補正は、温

泉の配湯管理のための修繕料の追加をお願いするものでございます。以下、議案を朗読いた

します。 

(議案の朗読を省略する) 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の歳出からご説明申し上げます。４３頁をお開きく

ださい。歳出、第２款泉源施設費、第１項泉源管理費、補正額７５万円の追加であります。

修繕料でございますが、配湯管理を円滑に行うためマンホールの修繕と泉源ポンプの取替用

ヒューズ購入費であります。 

次に、歳入の説明を行います。４１頁をお開きください。歳入、第４款繰越金、第１項繰

越金、補正額７５万円の追加であります。歳出補正の財源でございます。４０頁の第１表歳

入歳出予算補正については省略をさせていただきます。 

以上で、議案第５号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、室長そのままお願いします。 

次に、議案第６号について提案理由の説明を求めます。 

(「はい」の声) 

中島水道整備室長。 

○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）    議案第６号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。

議案集につきましては４５頁から４８頁になります。初めに４５頁をお開きください。 
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今回の補正は、収益的支出では災害における水道施設の復旧に係ります費用の追加をお願

いするものであります。 

収益的収入では、災害復旧に係る一般会計補助金の追加をお願いするものであります。 

資本的支出では、仮設導送水管の冬季対策と今後の災害対策を目的としました設備の充実

を図るための費用の追加をお願いするものであります。 

資本的収入では、災害復旧に係る国庫補助金、一般会計補助金及び企業債の追加をお願い

するものであります。以下、議案を朗読いたします。 

(議案の朗読を省略する) 

初めに、収益的収入及び支出の支出よりご説明いたします。４７頁をお開き願います。 

支出、第１款水道事業費用、第１項営業費用、第１目原水及び浄水費、補正額１２０万円

の追加。光熱水費では、迅速な災害対応を図るための動力電源確保と委託料では本町地区取

水施設の砂上げに係る費用の追加であります。 

第３目総係費、補正額１００万円の追加。災害復旧にかかりました職員の超過勤務手当の

追加であります。 

次に、収入についてご説明いたします。収入、第１款水道事業収益、第２項営業外収益、

第４目他会計補助金、補正額２００万円。災害復旧等に係る一般会計からの補助金の追加で

あります。 

次に、資本的収入及び支出の支出よりご説明いたします。４８頁になります。 

支出、第１款資本的支出、第１項建設改良費、補正額５４５７万円の追加。本町地区取水

施設の復旧費、現在仮設での送水を行っている平和地区送水管、本町地区導水管及び白金地

区送水管の凍結防止対策費、緊急時の円滑な水道水の運用を図るため、本町・白金地区浄水

場間のバイパス化に係る費用等の追加でございます。 

次に、収入についてご説明いたします。収入、第１款資本的収入、第１項国庫補助金、補

正額１９０５万円の追加。災害に係る国庫補助金であります。 

第２項一般会計補助金、補正額３６２８万円の追加。災害仮復旧等に係る一般会計補助金

でございます。 

第４項企業債、補正額２９０５万円の追加。災害復旧及び緊急対策に係る企業債でござい

ます。 

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３５５３万４千円は、過年度分損益勘定留

保資金３５５３万４千円で補てんするものとする。 

以上で、議案第６号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これで、３案件について提案理由の説明を終わります。 

１０時５０分まで休憩します。 



 

－ 20 － 

休憩宣告（午前１０時２７分） 

再開宣告（午前１０時５０分） 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    休憩前に続いて会議を再開します。 

これから質疑を行います。３案件に関連する事項についての総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。これで３案件に関連する総括質疑を終わります。次に、議案

第４号についての総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで議案第４号についての総括質疑を終わります。 

次に、議案第４号についての質疑を行います。議案集２５頁から３０頁まで、はじめに平

成２８年度美瑛町一般会計補正予算の歳入歳出補正予算事項別明細書の歳出、第２款総務費

から第４款衛生費までについての質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

(「はい」の声) 

はい、４番八木幹男議員。 

○４番（八木幹男議員）○４番（八木幹男議員）○４番（八木幹男議員）○４番（八木幹男議員）    ４番八木です。３０頁になりますが、３款１項２目高齢者福祉費、

ここにおきまして地域介護・福祉空間整備事業、こちらの方に介護ロボット導入ということ

でお話を聞いておりますが、こちらのほうは介護職員の負担軽減のためのロボットというこ

とで理解してよろしいですか。 

(「はい」の声) 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、小杉保健福祉課長。 

○保健福祉課長（小杉昌敏君）○保健福祉課長（小杉昌敏君）○保健福祉課長（小杉昌敏君）○保健福祉課長（小杉昌敏君）    地域介護・福祉空間整備事業の見守り介護ロボットというこ

とでございますけれども、こちらのほうにつきましては、国の平成２７年度の補正予算に基

づきまして、介護ロボットの導入の補助金が新設されたということで、町内１法人４事業所

で当初申請していたところでございますけれども、国の方で申請が殺到したということで、

当初は１事業所当たり３００万円を上限にというお話で、４事業所で７４０万円ほどの頭出

しをしていたところですけれども、実際、国の内示額が美瑛町として９２万７千円というこ

とで減額になりまして、その４事業所のうち法人の中で協議いただきまして１事業所に介護

ロボットを２台導入するということで、介護ロボットの内容につきましては見守り型の介護

ロボットということで、基本の本体がございましてその本体に付属としまして呼び出しのコ

ールですとか、徘回防止用のセンサー、あとはベッドから移動した際にセンサーが鳴る、そ
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ういうような付属品をつけて介護者の負担軽減、そして介護業務の効率化を図るという目的

で導入するものでございます。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    他に質疑ありませんか。 

(「はい」の声) 

はい、９番和議員。 

○９番（○９番（○９番（○９番（和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）    ９番です。私は第２款１項７目地域振興費、２８頁説明欄中（２）

地域おこし企業人管理事業についてお尋ねをいたします。この事業ではどのような方を招聘

し、お招きし、どのような事業内容に当たっていただく予定なのかお尋ねします。 

(「はい」の声) 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    今瀧政策調整課長。 

○政策調整課長（今瀧○政策調整課長（今瀧○政策調整課長（今瀧○政策調整課長（今瀧    毅君）毅君）毅君）毅君）    地域おこし企業人管理事業につきましてご説明させていただ

きたいと思います。どのような方を招聘しというところなんですが、２５年に美瑛町とヤフ

ー株式会社で基本合意を締結しておりまして、ヤフー株式会社の方から人材を派遣していた

だきまして、事業の内容、業務の内容といたしましては、美瑛町で現在進めております情報

戦略に係る企画立案、技術的なアドバイス、町と関係機関を結ぶ広報宣伝等へのアドバイス、

経済文化振興課で現在進めております白金エリアの再整備構想に係りまして、その中でも情

報発信の業務が出てくるということで、その中にも係わっていただこうと。あと最後に、今

回人材派遣していただく方は、現在内閣府で地方創生の業務に係わっているというようなこ

ともありまして、美瑛町におきましてもまち・ひと・しごと創生総合戦略に係る事業を持っ

ておりますので、その事業にも係わっていただこうということで計画しております。以上で

ございます。 

(「はい」の声) 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、９番和委員。 

○９番（○９番（○９番（○９番（和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）    はい、旧旭小学校がヤフー研修所として再活用されてからヤフーで

の人材を本町の中で能力を生かしていただきたいという、そういう事業がいよいよ始まるの

かなというふうに理解しております。内閣府での事業経験もおありということなので、民間

のみならず行政の分野についても精通していらっしゃる方なのかなと推測しております。貴

重な民間のノウハウを活用していただくわけでございます。今お話をお伺いしてますと、ア

ドバイザー的な役割と位置づけられているようにも思うんですけれども、これだけの能力が

おありの方であればなんかリーダーとして新しい事業を創出して、より魅力的なまちづくり

への貢献もしていただけるかなとも思いますけれども、重ねてどのような活躍をしていただ

きたいのかというところと、あと細かいですけれども給与の負担の割合についてはどのよう

な形になっているのかをお尋ねいたします。 
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(「はい」の声) 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、今滝政策調整課長。 

○政策調整課長（○政策調整課長（○政策調整課長（○政策調整課長（今瀧今瀧今瀧今瀧    毅君）毅君）毅君）毅君）    今私の答弁でアドバイス的な内容のご答弁させていただきま

したが、当然この方これまで培ってきた経験だとかノウハウだとか、あと人脈とかというも

のが当然ございますので、そういったものをフルに活用していただきまして情報戦略に係る

企画立案というお話をさせていただきましたが、企画の部分だとか政策調整課に配属になる

予定になっておりますので、情報戦略以外の部分のまちづくりの部分のついても戦力になっ

て力を発揮していただきたいなというふうに期待しているところでございます。あと人件費

の負担につきましては、基本的には美瑛町が全額を負担するといった状況になってございま

して、地域おこし企業人交流プログラムという総務省の事業を活用することによりましてで

すね、年間の経費、最大で人件費分に係る分につきましては３５０万円、国が特別交付税で

負担していただけると。あと、この方が事業立案した事業で予算化されたものにつきまして

は、事業費１００万円を上限に５０％、５０万円を上限で特別交付税で措置されるといった

財源措置の中で、この方を受け入れていこうというようなことでございます。以上でござい

ます。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、他に質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。 

次へ進みます。次に、議案集３１頁から３４頁まで、第６款農林水産業費から第７款商工

費までについての質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

(「はい」の声) 

はい、９番和議員。 

○９番（○９番（○９番（○９番（和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）    ９番でございます。私は、第７款、第２項、第４目郷土学館費につ

いてお尋ねをいたします。郷土学館管理運営事業で改修工事とございます２１５万円。この

工事の具体的な箇所とどのような工事内容になるのかをまずお尋ねします。 

(「はい」の声) 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、吉川文化スポーツ推進室長。 

○文化スポーツ推進室長（吉川智巳君）○文化スポーツ推進室長（吉川智巳君）○文化スポーツ推進室長（吉川智巳君）○文化スポーツ推進室長（吉川智巳君）    郷土館管理運営事業改修工事についてご説明申し上

げます。場所につきましては、天文台の観察室の部分になります。ここにらせん階段から上

がる吹き抜けの部分、ここを塞ぎまして床にしまして増設するという工事であります。 

(「はい」の声) 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    ９番、和議員。 
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○９番（○９番（○９番（○９番（和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）    先ほどの議案説明の中でも待機時間の短縮、室内使用人数の拡大と

ありましたので、目的はその部分のための工事だと理解をしております。もちろんその目的

自体に異論は全くないのでございますけれども、この郷土学館、この７月オープンしたばか

り、完成しオープンしたばかりでございます。この時期に早くもこの補正で工事を行うとい

うことにつきましていかがかなという疑問が少々ございます。天文台でございますから、極

めて専門的な活用、利用であると思います。設計段階でより丁寧で慎重な審査が必要であっ

たのかなと思いますけれども、その設計段階の詰めの甘さといいますか、そういうものがな

かったのかどうかご見解をお伺いします。 

(「はい」の声) 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、吉川文化スポーツ推進室長。 

○文化スポーツ推進室長（吉川智巳君）○文化スポーツ推進室長（吉川智巳君）○文化スポーツ推進室長（吉川智巳君）○文化スポーツ推進室長（吉川智巳君）    設計段階におきまして、あの施設あの敷地内におい

ての規模ですとああいう形で想定の範囲内と言いますか、設計のことで十分なしてたと考え

てます。７月９日からオープンしまして二月が経過しまして、天文台天気に左右されること

もありますけども、実質３５日間、二月で開けれまして、その間に６８０名ほどの人が来て

おります。そういった中で私どもも想定を超えるような人が来ていただいてます。これもひ

とえに佐治先生のご講義をしながらの星を見つめるといった面で、そういった面で想定外だ

ったということもありまして、来られる方に待機時間を解消したいというニーズがありまし

たので、それで今回こういう増設工事をお願いするということであります。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    他にありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。 

次へ進みます。次に、議案集３５頁から３８頁まで、第８款土木費から第１３款災害復旧

費までについて質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。 

次へ進みます。次に、議案集２１頁から２４頁まで、歳入全款について質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。 

次へ進みます。次に、議案集の１７頁から２０頁まで、平成２８年度美瑛町一般会計補正

予算の条文並びに第１表歳入歳出予算補正及び第２表地方債補正について、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 
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(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。これで議案第４号についての質疑を終わります。 

次に、議案第５号についての質疑を行います。議案集３９頁から４４頁まで、平成２８年

度美瑛町白金泉源事業特別会計補正予算の条文と第１表歳入歳出予算補正及び歳入歳出補正

予算の事項別明細書の歳入歳出全款について質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。これで、議案第５号について質疑を終わります。 

次に、議案第６号についての質疑を行います。議案集は４５頁から４８頁、平成２８年度

美瑛町水道事業会計補正予算の条文及び補正予算説明の全般について、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、質疑なしと認めます。これで、議案第６号について質疑を終わります。 

これから討論を行います。初めに、議案第４号についての討論はありませんか。 

(「なし」の声) 

はい、討論なしと認めます。これで、議案第４号についての討論を終わります。 

次、議案第５号についての討論はありませんか。 

(「なし」の声) 

討論なしと認めます。これで、議案第５号について討論を終わります。 

次に、議案第６号についての討論はありませんか。 

(「なし」の声) 

討論なしと認めます。これで議案第６号について討論を終わります。 

これから日程第５、議案第４号の件を採決します。議案第４号、平成２８年度美瑛町一般

会計補正予算についての件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。はい、

挙手多数であります。したがって、議案第４号の件は原案のとおり可決されました。 

次に、日程第６、議案第５号の件を採決します。議案第５号、平成２８年度美瑛町白金泉

源事業特別会計補正予算についての件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願いま

す。 

(挙手多数) 

はい、挙手多数であります。したがって、議案第５号の件は原案のとおり可決されました。 

次に日程第７、議案第６号の件を採決します。議案第６号、平成２８年度美瑛町水道事業

会計補正予算についての件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 
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はい、挙手多数であります。したがって、議案第６号の件は原案のとおり可決決定されま

した。 

暫時休憩します。 

休憩宣告（午前１１時０５分） 

（教育長 千葉 茂美君 退室） 

再開宣告（午前１１時０５分） 

 

日程第８ 議案第７号 教育委員会教育長の任命について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第８、議案第７号、教育委員会教育長の任命について同意を求

める件を議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

(「はい」の声) 

はい、浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    議案第７号について提案理由の説明を私の方からさせていただきます。

まず朗読をさせていただきます。 

(議案の朗読を省略する) 

議案第７号は、今回教育委員会の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正があり

体制の見直しをすることとなりました。今回提案させていただきます千葉氏は、平成２４年

１０月から教育委員会教育長として勤められ現在１期目であります。この４年間、子どもた

ちの健全な育成、学校の適正な運営、また教育行政の発展にご尽力をいただいてきたところ

であります。９月３０日で任期満了となりますので、千葉氏の教育委員会教育長の再任につ

いて議会の同意をお願いをするものであります。なお、従来教育長については教育委員会に

て任命をされていましたが、先ほど申し上げました地方教育行政の組織及び運営に関する法

律の改正により平成２７年４月より地方公共団体の長が議会の同意を得て直接教育長の任命

を行うこととなったものであります。教育長の任期につきましては３年ということになって

おり、平成２８年１０月１日より平成３１年９月３０日という内容であります。 

以上、提案理由の説明とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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次は討論でありますが、省略したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

(「なし」の声) 

異議なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第８、議案第７号の件を採決します。議案第７号、教育委員会教育長の任命

についての件を同意することに賛成の方は挙手願います。 

(挙手全員) 

はい、挙手全員であります。したがって、議案第７号の件は同意をすることに決定をしま

した。 

暫時休憩します。 

休憩宣告（午前１１時０９分） 

（教育長 千葉 茂美君 入場） 

再開宣告（午前１１時０９分） 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    それでは再開をしたいと思います。 

ここで千葉教育長から発言の申し出があります。これを許します。 

(「はい」の声) 

はい、千葉教育長。 

（教育長 千葉 茂美君 登壇） 

○教育長（千葉○教育長（千葉○教育長（千葉○教育長（千葉    茂美君）茂美君）茂美君）茂美君）    濱田議長をはじめ議員各位のご配慮により、このような機会をい

ただき誠にありがとうございます。一言ご挨拶を申し上げます。ただ今、教育長の任命につ

きまして同意を賜りましたことに対し心からのお礼と感謝を申し上げるところでございま

す。教育委員会制度の見直しの中、新たな役割を持った職を起こすことになり、私がその任

に当たることになりましたことは誠に身に余る光栄であり、改めてその職責の重さに身の引

き締まる思いでいっぱいであります。教育を取り巻く環境は大きく様変わりし、多くの課題

が指摘される中、これまでの４年間を振り返ってみますと本当に美瑛町の教育行政のために

役立つことができたのかということで考えるところでございます。改めて議員各位、浜田町

長、教育委員の皆さま、そして関係者の方々のこれまでのご支援とご指導に感謝をするとこ

ろでございます。さて、今日教育をめぐっては大変盛りだくさんの提言や答申などが出され

ております。このことからも常に新しい教育のあり方を見極めながら子どもたちが将来自立

し、夢や目標を実現することができるよう、これまで以上に学校をはじめ家庭、地域、そし

て町全体で取り組みが大変重要と考えております。今後におきましても、社会の変化に柔軟

に対応し未来を切り開く子どもたちの心身ともに健やかな育ちのため、また町民の皆さま方

の生涯を通じた学習機会の創造により、住んでいて本当に良かったと思えるようなそんなま
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ちづくりのため、浜田町長をはじめ教育委員会の方々、職員、そして保護者、教職員や教育

関係機関などとの連携とご支援をいただきながら知恵を絞り教育行政の充実発展のために、

微力でございますが全力を尽くしてまいりたいというふうに考えてございます。濱田議長を

はじめ議員の皆さま方には、なお一層のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げご挨

拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

日程第９ 議案第８号 教育委員会委員の任命について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第９、議案第８号、教育委員会委員の任命について同意を求め

る件を議題とします。提出者の説明を求めます。 

(「はい」の声) 

はい、浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    議案第８号、教育委員会委員の任命についての提案内容についての説

明をさせていただきます。今回の教育委員会委員の任命につきましては、大西宣充教育委員

長の勇退の意志が強いということで退任されることから、議会の同意を新しい教育委員の選

任についてお願いをするところであります。大西教育委員長は４期１４年にわたって美瑛町

の教育の発展また子どもたちの健全で希望あふれる育成に大変なお力を振るっていただき、

また大きな成果をいただきました。大西委員長、皆さんもご存じのとおり温厚な性格であり

ますが、一方で、一つこの方向でということで決意をされますと、本当に努力も惜しまずに

先頭になって進んで美瑛町の教育の責任者として活躍をいただきました。改めて心から感謝

を申し上げるところであり、何か私も勇退の意志をいただきながら、もう少しというお願い

もさせていただきましたが、ちょうど制度も変わったときだからということで私の方が説得

をされたような状況で、今回のこととなりました。退任ということになりました。この場を

お借りいたしまして、町民の総意を込めて心から厚く感謝申し上げるところであります。大

変ご苦労さまでございました。 

それでは、新教育委員の任命について提案をさせていただきます。 

(議案の朗読を省略する) 

打本氏におかれましては、最終学歴は美瑛高等学校卒業であり、美進小学校や美瑛中学校

などでＰＴＡ役員を歴任され、平成２５年には美瑛高等学校のＰＴＡ会長として活躍された

ところであります。大西教育委員長から、新しい委員については女性の採用を町長重点に考

えてほしいというような思いも伺いましたので、今回の選任と議会の同意をお願いするもの

であります。委員の任期については４年、平成２８年１０月１日より平成３２年９月３０日
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ということでの提案であります。打本氏には、人格も優れ、またこれまでの経歴も優れたも

のがあるというふうに考え提案をさせていただきますので、同意のほどよろしくお願い申し

上げるところであります。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

(「なし」の声) 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次は討論でありますが、省略をしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

(「なし」の声) 

異議なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第９、議案第８号の件を採決します。議案第８号、教育委員会委員の任命に

ついての件を同意をすることに賛成の方は挙手願います。 

(挙手全員） 

はい、挙手全員であります。したがって、議案第８号の件は同意をすることに決定をしま

した。 

 

日程第１０ 議案第９号 和解契約の締結及び損害賠償額の決定について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第１０、議案第９号、和解契約の締結及び損害賠償額の決定に

ついての件を議題とします。本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい」の声） 

はい、中島水道整備室長。 

（水道整備室長 中島 二郎君 登壇） 

○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）    議案第９号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。

議案集の５１頁をお開き願います。平成２８年２月２６日に白金で発生いたしました温泉の

漏水事故につきまして、相手方と和解内容及び損害賠償額につきまして合意いたしましたの

で、地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により議会の議決をお願いする

ものであります。以下、議案を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

以上で、議案第９号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 
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（「なし」の声） 

はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１０、議案第９号の件を採決します。議案第９号、和解契約の締結及び損

害賠償額の決定についての件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。したがって、議案第９号の件は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１１ 認定第１号 平成２７年度美瑛町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１２ 認定第２号 平成２７年度美瑛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

日程第１３ 認定第３号 平成２７年度美瑛町老人保健施設事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

日程第１４ 認定第４号 平成２７年度美瑛町水力発電事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

日程第１５ 認定第５号 平成２７年度美瑛町白金泉源事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

日程第１６ 認定第６号 平成２７年度美瑛町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 

について 

日程第１７ 認定第７号 平成２７年度美瑛町水道事業会計決算の認定について 

日程第１８ 認定第８号 平成２７年度美瑛町立病院事業会計決算の認定について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第１１、認定第１号、平成２７年度美瑛町一般会計歳入歳出決

算の認定についての件、日程第１２、認定第２号、平成２７年度美瑛町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定についての件、日程第１３、認定第３号、平成２７年度美瑛町老人保

健施設事業特別会計歳入歳出決算の認定についての件、日程第１４、認定第４号、平成２７

年度美瑛町水力発電事業特別会計歳入歳出決算の認定についての件、日程第１５、認定第５

号、平成２７年度美瑛町白金泉源事業特別会計歳入歳出決算の認定についての件、日程第１

６、認定第６号、平成２７年度美瑛町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

の件、日程第１７、認定第７号、平成２７年度美瑛町水道事業会計決算の認定についての件
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及び日程第１８、認定第８号、平成２７年度美瑛町立病院事業会計決算の認定についての件

を一括して議題とします。 

まずは、認定第１号について提案理由の説明を求めます。 

（「はい」の声） 

はい、鈴木総務課長。 

（総務課長 鈴木 貴久君 登壇） 

○総務課長（鈴木貴久君）○総務課長（鈴木貴久君）○総務課長（鈴木貴久君）○総務課長（鈴木貴久君）    認定第１号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。議案

集は５２頁になります。平成２７年度の美瑛町一般会計の歳入歳出決算の認定をお願いする

ものです。それでは最初に議案を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

それでは、別冊の平成２７年度美瑛町各会計決算書と、ちょっと薄い方ですけども平成２

７年度美瑛町各会計決算に係る行政報告書により決算の内容についてご説明を申し上げます。

最初に、平成２７年度美瑛町一般会計歳入歳出決算書により説明いたします。１頁になりま

す。歳入歳出決算書の歳入から説明します。歳入合計額のみ読み上げます。 

次の頁、３頁下段になります。歳入合計、予算現額１１７億６１０７万８千円、調定額１

１５億２２７８万７４９０円、収入済額１１３億７８４９万６７５９円、不納欠損額１億９

９９万３４２５円、収入未済額３４２９万７３０６円。予算現額と収入済額との比較３億８

２５８万１２４１円の減です。 

次に、歳出について説明いたします。７頁をお開き願います。こちらも合計額のみを読み

上げます。歳出合計、予算現額１１７億６１０７万８千円、支出済額１１１億３８９８万５

６９６円、翌年度繰越額３億９６８５万４千円、不用額２億２５２３万８３０４円。予算現

額と支出済額との比較６億２２０９万２３０４円。 

次の頁、９頁から平成２７年度美瑛町一般会計の歳入歳出決算事項別明細書になってござ

いますけども、大きく飛びまして１５６頁まで、それから次の頁の１５７頁の充用内訳につ

いては説明を省略させていただきます。 

１５８頁になります。平成２７年度一般会計、実質収支に関する調書は区分、金額の順に

読み上げます。１歳入総額１１３億７８４９万６７５９円、２歳出総額１１１億３８９８万

５６９６円、３歳入歳出差引額２億３９５１万１０６３円、４翌年度へ繰り越すべき財源、

１継続費逓次繰越額０円、２繰越明許費繰越額５７４７万４千円、３事故繰越し繰越額０円、

計５７４７万４千円、５実質収支額１億８２０３万７０６３円の黒字、６実質収支額のうち

地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額０円。 

次頁以降の財産に関する調書は説明を省略させていただきます。 

次に、もう１冊別冊の平成２７年度美瑛町各会計決算に係る行政報告書により説明いたし
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ます。１頁目をお開き願います。平成２７年度美瑛町一般会計決算に係る行政報告、地方自

治法第２３３条第５項の規定により、平成２７年度における主要な施策とその成果について

報告します。以下、１総括を抜粋のうえ朗読し説明にかえさせていただきます。 

（決算に係る行政報告書の朗読を省略する） 

以上で、認定第１号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    次に、認定第２号についての提案理由の説明を求めます 

（「はい」の声） 

小杉保健福祉課長。 

（保健福祉課長 小杉 昌敏君 登壇） 

○保健福祉課長（小杉昌敏君）○保健福祉課長（小杉昌敏君）○保健福祉課長（小杉昌敏君）○保健福祉課長（小杉昌敏君）    認定第２号につきましてご説明を申し上げます。議案集の５

３頁をお開き願います。認定第２号につきましては、平成２７年度の美瑛町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算の認定をお願いするものです。はじめに議案条文を朗読させていただき、

その後、決算書と決算に係る行政報告書により説明させていただきます。 

（議案の朗読を省略する） 

次に、別冊の美瑛町各会計決算書の１６６頁、１６７頁をお開き願います。歳入歳出決算

書の歳入歳出ともに合計額のみ申し上げます。歳入歳出決算書、歳入になります。歳入合計、

予算現額２９０万４千円、調定額７７４万１２９０円、収入済額３３５万３４７０円、不納

欠損額１７４万１８８４円、収入未済額２６４万５９３６円。予算現額と収入済額との比較

４４万９４７０円。 

続いて歳出になります。歳出合計、予算現額２９０万４千円、支出済額２６２万２千円、

翌年度繰越額０円、不用額２８万２千円。予算現額と支出済額との比較２８万２千円。歳入

歳出差引残額７３万１４７０円。以下、事項別明細書につきましては省略をさせていただき

ます。 

次に、１７４頁をお開き願います。実質収支に関する調書です。各項目とも区分、金額の

順に申し上げます。実質収支に関する調書、１歳入総額３３５万３４７０円、２歳出総額２

６２万２千円、３歳入歳出差引額７３万１４７０円、４翌年度へ繰り越すべき財源、計０円、

５実質収支額７３万１４７０円、６実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定によ

る基金繰入額０円。 

次に、別冊の決算に係る行政報告書、こちらの５２頁をお開き願います。朗読をもちまし

て説明させていただきます。 

（決算に係る行政報告書の朗読を省略する） 

以上で、認定第２号の説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、課長そのままでお願いします。 
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次に、認定第３号について提案理由の説明を求めます。 

（「はい」の声） 

小杉課長。 

○保健福祉課長（小杉昌敏君）○保健福祉課長（小杉昌敏君）○保健福祉課長（小杉昌敏君）○保健福祉課長（小杉昌敏君）    続きまして、認定第３号につきましてご説明を申し上げます。

議案集の５４頁をお開き願います。認定第３号につきましては、平成２７年度の美瑛町老人

保健施設事業特別会計歳入歳出決算の認定をお願いするものです。はじめに議案条文を朗読

させていただき、その後、決算書と決算に係る行政報告書により説明させていただきます。 

（議案の朗読を省略する） 

次に、別冊の美瑛町各会計決算書の１７５、１７６頁をお開き願います。歳入歳出決算書

の歳入歳出ともに合計額のみ申し上げます。歳入歳出決算書、はじめに歳入になります。歳

入合計、予算現額１億１５６９万４千円、調定額１億１５７２万３２８０円、 

収入済額１億１５７２万３２８０円、不納欠損額０円、収入未済額０円。予算現額と収入

未済額との比較２万９２８０円。 

続いて歳出になります。歳出合計、予算現額１億１５６９万４千円、支出済額１億１５６

７万１７円、翌年度繰越額０円、不用額２万３９８３円、予算現額と支出済額との比較２万

３９８３円。歳入歳出差引残額５万３２６３円。以下、事項別明細書につきましては省略を

させていただきます。 

次に１８１頁をお開き願います。実質収支に関する調書です。各項目とも区分金額の順に

申し上げます。実質収支に関する調書、１歳入総額１億１５７２万３２８０円、２歳出総額

１億１５６７万１７円、３歳入歳出差引額５万３２６３円、４翌年度へ繰り越すべき財源計

０円、５実質収支額５万３２６３円、６実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定

による基金繰入額０円。下記の財産に関する調書につきましては省略をさせていただきます。 

次に、別冊の決算に係る行政報告書の５３頁をお開き願います。朗読をもちまして説明と

させていただきます。 

（決算に係る行政報告書の朗読を省略する） 

以上で、認定第３号の説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    次に、認定第４号について提案理由の説明を求めます。 

（「はい」の声） 

はい、中島水道整備室長。 

（水道整備室長 中島 二郎君 登壇） 

○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）    認定第４号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。

議案書の５５頁をお開きください。平成２７年度の美瑛町水力発電事業特別会計歳入歳出決

算の認定をお願いするものであります。初めに条文を朗読いたします。 
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（議案の朗読を省略する） 

次に、各会計決算書及び決算に係る行政報告によりご説明を申し上げます。はじめに決算

書の１８２頁をお開き願います。歳入歳出決算書につきましては合計欄のみを申し上げます。

歳入でございます。予算現額４４９１万６千円、調定額４４９０万６３７３円、収入済額４

４９０万６３７３円、不納欠損額、収入未済額ともに０円でございます。予算現額と収入済

額との比較は９６２７円の減でございます。 

次に歳出でございます。予算現額４４９１万６千円、支出済額４４９０万６３７３円、翌

年度繰越額０円、不用額９６２７円。予算現額と支出済額との比較９６２７円の増でござい

ます。歳入歳出差引残額０円でございます。次頁以降の事項別明細書につきましては省略を

させていただきます。 

次に、１８８頁をお開き願います。実質収支に関する調書でございます。区分、金額の中

に申し上げます。１歳入総額４４９０万６３７３円、２歳出総額４４９０万６３７３円、３

の歳入歳出差引額、４の翌年度へ繰り越すべき財源、５の実質収支額、６の実質収支額のう

ち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額については０円でございます。財産に

関する調書については省略をさせていただきます。 

次に、決算に係る行政報告書の５４頁をお開きください。朗読をもって説明とさせていた

だきます。 

（決算に係る行政報告書の朗読を省略する） 

以上で、認定第４号の提案理由の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    午後１時まで休憩します。 

休憩宣告（午前１１時５０分） 

再開宣告（午後 １時００分） 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    休憩前に引き続いて会議を再開します。 

次に、認定第５号について提案理由の説明を求めます。 

（「はい」の声） 

はい、中島水道整備室長。 

（水道整備室長 中島 二郎君 登壇） 

○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）    認定第５号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。

議案集の５６頁をお開きください。平成２７年度の美瑛町白金泉源事業特別会計歳入歳出決

算の認定をお願いするものでございます。初めに条文を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

次に、各会計決算書及び決算に係る行政報告書によりご説明を申し上げます。決算書の１
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８９頁をお開きください。歳入歳出決算書でございます。歳入歳出決算書につきましては合

計欄のみ申し上げます。歳入、予算現額１９０１万円、調定額１８９１万８９５０円、収入

済額１８９１万８９５０円、不納欠損額、収入未済額ともに０円でございます。予算現額と

収入済額との比較は９万１０５０円の減でございます。 

続きまして歳出でございます。予算現額１９０１万円、支出済額１７７３万９７６４円、

翌年度繰越額０円、不用額１２７万２３６円。予算現額と支出済額との比較１２７万２３６

円の増でございます。歳入歳出差引残額１１７万９１８６円でございます。 

次頁以降の事項別明細書につきましては省略をさせていただきます。 

次に１９７頁をお開きください。実質収支に関する調書でございます。区分、金額の順に

申し上げます。１歳入総額１８９１万８９５０円、２歳出総額１７７３万９７６４円、３歳

入歳出差引額１１７万９１８６円、４翌年度へ繰り越すべき財源０円、５実質収支額１１７

万１２８６円、６実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額０円

でございます。 

財産に関する調書については省略させていただきます。 

次に、別冊の決算に係る行政報告書５５頁をお開きください。朗読をもってご説明にかえ

させていただきます。 

（決算に係る行政報告書の朗読を省略する） 

以上で、認定第５号の提案理由の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、室長そのままお願いします。 

次に、認定第６号について提案理由の説明を求めたいと思います。 

（「はい」の声） 

中島水道整備室長。 

○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）○水道整備室長（中島二郎君）    認定第６号の提案理由についてご説明を申し上げます。議案

書の５７頁をお開きください。平成２７年度の美瑛町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定をお願いするものであります。初めに条文を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

次に、各会計決算書及び決算に係る行政報告書によりご説明を申し上げます。決算書の１

９９頁、２００頁をお開きください。歳入歳出決算書につきましては合計欄のみ申し上げま

す。初めに歳入から申し上げます。予算現額３億４６３３万３千円、調定額３億５２８１万

７５４９円、収入済額３億４６９４万１３８１円、不納欠損額３万３千円、収入未済額５８

４万３１６８円でございます。予算現額と収入済額との比較は６０万８３８１円の増でござ

います。 

次に、２０１頁をお開きください。歳出でございます。予算現額３億４６３３万３千円、



 

－ 35 － 

支出済額３億３８３０万１１５８円、翌年度繰越額０円、不用額８０３万１８４２円。予算

現額と支出済額との比較８０３万１８４２円の増でございます。歳入歳出差引残額８６４万

２２３円でございます。次頁以降の事項別明細書につきましては省略をさせていただきます。 

次に２１１頁をお開きください。実質収支に関する調書でございます。区分、金額の順に

申し上げます。１歳入総額３億４６９４万１３８１円、歳出総額３億３８３０万１１５８円、

３歳入歳出差引額８６４万２２３円です。４翌年度へ繰り越すべき財源０円、５実質収支額

８６４万２２３円、６実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

０円でございます。財産に関する調書につきましては省略をさせていただきます。 

次に、別冊の決算に係る行政報告書５６頁をお開きください。朗読をもってご説明とさせ

ていただきます。 

（決算に係る行政報告書の朗読を省略する） 

以上で、認定第６号の提案説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    はい、室長そのまま。 

次に、認定第７号について提案理由の説明を求めます。 

（「はい」の声） 

中島水道整備室長。 

○水道整備室長（中島二郎君○水道整備室長（中島二郎君○水道整備室長（中島二郎君○水道整備室長（中島二郎君））））    日程第７号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。

議案書の５８頁になります。平成２７年度の美瑛町水道事業会計歳入歳出決算の認定をお願

いするものでございます。初めに条文を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

次に、各会計決算書及び決算に係る行政報告書によりご説明を申し上げます。決算書の２

１２頁をお開きください。水道事業決算報告書の収益的収入及び支出につきまして、水道事

業収益及び水道事業費用のみ申し上げます。収入、第１款水道事業収入、当初予算額３億２

０２５万２千円、補正予算額３２万１千円の追加、合計３億２０５７万３千円、決算額３億

２１３９万８０９１円、予算額に比べ決算額の増減８２万５０９１円の増です。 

次に支出でございます。第１款水道事業費用、当初予算額３億１８５７万５千円、補正予

算額１７８万１千円の増、合計３億２０３５万６千円、決算額３億１５７４万２２３１円、

不用額４６１万３７６９円。たな卸資産購入限度額執行に伴う仮払消費税及び地方消費税は

６万１５４８円である。 

次に２１３頁をお開き願います。資本的収入及び支出につきまして、資本的収入及び資本

的支出のみ申し上げます。 

収入でございます。第１款資本的収入、当初予算額３２１８万４千円、補正予算額１５７

７万円、合計４７９５万４千円、決算額４７９５万２９５５円。予算額に比べ決算額の増減
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１０４５円の減。 

次に支出でございます。第１款資本的支出、当初予算額６３２７万３千円、補正予算額３

２８１万３千円、合計９６０８万６千円、決算額９５９５万９４９２円、不用額１２万６５

０８円でございます。資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額４８００万６５３７

円は、当年度消費税資本的収支調整額２１３万５３９７円、過年度分損益勘定留保資金４５

８７万１１１４円で補てんした。 

以下、財務諸表及び決算附属書類等については省略をさせていただきます。 

次に、別冊の決算に係る行政報告書５８頁をお開きください。朗読をもってご説明にかえ

させていただきます。 

（決算に係る行政報告書の朗読を省略する） 

以上で、認定第７号の提案理由の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    次に、認定第８号についての提案理由の説明を求めます。 

（「はい」の声） 

はい、平間町立病院事務局長。 

（町立病院事務局長 平間 克哉君 登壇） 

○町立病院事務局長（平間克哉君）○町立病院事務局長（平間克哉君）○町立病院事務局長（平間克哉君）○町立病院事務局長（平間克哉君）    認定第８号の提案理由につきましてご説明申し上げます。

議案集につきましては５９頁になります。認定第８号につきましては、平成２７年度の美瑛

町立病院事業会計決算の認定をお願いするものであります。以下、朗読をもってご説明させ

ていただきます。 

（議案の朗読を省略する） 

次に、別冊の各会計決算書の２３４頁をお開き願います。平成２７年度美瑛町立病院事業

決算報告書でございます。１収益的収入及び支出につきましては、病院事業収益、病院事業

費用の総額のみをご説明申し上げます。収入、第１款病院事業収益、当初予算額１２億７８

４１万４千円、補正予算額７千万円の減、予算額合計１２億８４１万４千円、決算額１１億

８３３５万６５６１円。予算額に比べ決算額の増減２５０５万７４３９円の減。 

次に支出でございます。第１款病院事業費用、当初予算額１２億７８４１万４千円、補正

予算額７千万円の減、予算額合計１２億８４１万４千円、決算額１１億７９５５万７２２８

円、不用額２８８５万６７７２円。 

次に２３５頁をお開き願います。２資本的収入及び支出でございます。資本的収入及び支

出につきましても、資本的収入、資本的支出の総額のみをご説明申し上げます。収入、第１

款資本的収入、当初予算額３２６０万円、補正予算額１１１３万円の増、予算額合計４３７

３万円、決算額４３７３万２５７５円。予算額に比べ決算の増減２５７５円の増。 
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次に支出でございます。第１款資本的支出、当初予算額１億４３３７万１千円、補正予算

額２１４４万８千円の増、予算額合計１億６４８１万９千円、決算額１億６４８１万７２５

２円、不用額１７４８円。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億２１０８万４

６７７円は、当年度消費税資本的収支調整額３３２万９７３０円、過年度分損益勘定留保資

金１億１７７５万４９４７円で補てんいたしました。 

以下、財務諸表、決算附属書類等につきましては説明を省略させていただきます。 

次に、別冊の決算に係る行政報告書の６０頁をお開き願います。平成２７年度美瑛町立病

院事業会計決算に係る行政報告でございます。朗読によって説明をさせていただきます。 

（決算に係る行政報告書の朗読を省略する） 

以上で、提案理由の説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    次に、監査委員の審査意見を求めます。 

（「はい」の声） 

有富代表監査委員。 

（代表監査委員 有富 武君 登壇） 

○代表監査委員（有富○代表監査委員（有富○代表監査委員（有富○代表監査委員（有富    武君）武君）武君）武君）    監査委員から平成２７年度美瑛町一般会計、特別会計、基金

運用状況等の決算の審査意見及び平成２７年度美瑛町公営企業会計決算の審査意見を申し

上げます。お手元の別冊意見書をお開きいただきたいと思います。 

初めに、平成２７年度美瑛町一般会計、特別会計、基金運用状況等、決算審査の意見を申

し上げます。審査の対象は第１号、平成２７年度美瑛町一般会計歳入歳出決算から、第８号、

地方自治法施行令第１６６条第２項の規定による調書であります。 

審査の期間は、２８年８月２日から８月５日までの４日間、監査委員室で実施をいたしま

した。 

審査の方法については、平成２７年度の一般会計及び各特別会計の決算審査に当たっては、

町長より送付を受けた各会計の決算書、決算附属書類、実質収支に関する調書及び財産に関

する調書及び関係諸帳簿、基金の運用状況を示す会計課保管の書類等を照合、調査し、計数

の正確性、予算執行の的確性の確認を行い、あわせて関係職員の説明を聴取するとともに、

例月出納検査を参考にしながら審査を執行した。審査に当たっては、初めに担当課、局、室

長から平成２７年度の事業概要を、また担当職員からは、決算書の備考欄に記載の各種事業

に関し提出を求めた資料に基づいて詳細なる説明を受け、契約書類等の照合を経て、監査委

員が必要と認める事項について試査による手続きにより審査を実施した。 

審査の結果についてですが、審査に附された各会計の決算書、附属書類、実質収支に関す

る調書及び財産に関する調書、ならびに関係諸帳簿は関係法令に準拠して調製されており、

また歳計現金等の残高は指定金融機関の現金保管状況内訳書の最終分と合致しており、計数
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的には正確なことを確認し、総括的には予算の執行、財務に関する事務の処理は適正である

と認めます。 

各会計ごとの詳細については、１頁以降記載のとおりでありますので、内容は説明をいた

しませんので後ほどご高覧をいただきたいというふうに思います。 

続きまして、平成２７年度美瑛町公営企業会計決算審査の意見を申し上げます。審査の対

象は、平成２７年度美瑛町水道事業会計及び２７年度美瑛町立病院事業会計であります。 

審査の期間は、２８年７月１４日に美瑛町立病院事業会計を監査室及び町立病院会議室で 

２８年７月１５日に美瑛町水道事業会計を監査委員室で、それぞれ１日間実施をいたしまし

た。審査については、決算審査に当たっては、町長から提出された決算書類及び事業の財政

状況及び経営成績が適正に表示されているかを検証するため、初めに担当室、局長から平成

２７年度の決算事業の概要を、また担当者からは、詳細な決算内容、資料の説明を受け、事

業会計の伝票、帳簿、台帳、契約書類等の照合など、監査委員が必要と認めるその他の審査

手続きに基づいて試査による審査を実施しました。あわせて、平成２７年度に新たに取得し

た機器、装置等備品について担当局内において使用状況を確認しました。 

次に、事業の経営内容を把握するため計数の分析を行い、経済性の発揮及び公共性の確保

を主眼として考察をした。審査の結果についてでありますが、両会計の決算についてその内

容を検討した結果、計数は正確であり証拠書類及び関係帳簿等も整備されていることを認め

ます。詳細については、１頁以降に記載のとおりでありますが、後ほどご高覧願いたいと思

います。 

監査委員からの審査意見については以上であります。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから総括質疑を行います。認定第１号から第８号までについて

の関連事項の総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで、認定第１号から認定第８号までについて関連事項の総括質

疑を終わります。 

次に、認定第１号についての総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで、認定第１号の総括質疑を終わります。 

次に、認定第２号についての総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 
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はい、質疑なしと認めます。これで、認定第２号の総括質疑を終わります。 

次に、認定第３号についての総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで、認定第３号の総括質疑を終わります。 

次に、認定第４号についての総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで、認定第４号の総括質疑を終わります。 

次に、認定第５号についての総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで、認定第５号の総括質疑を終わります。 

次に、認定第６号についての総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで、認定第６号の総括質疑を終わります。 

次に、認定第７号についての総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで、認定第７号の総括質疑を終わります。 

次に、認定第８号についての総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで、認定第８号の総括質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただ今一括議題となっております日程第１１、認定第１号から日程第１８、認定第８号ま

での８案件の審議については、議長及び監査委員を除く１２名の委員で構成をする平成２８

年度美瑛町議会決算審査特別委員会を設置し、閉会中の付託審査とすることとしたいと思い

ます。 

ご異議はありませんか。 

（「なし」の声） 

異議なしと認めます。したがって、ただ今一括議題となっております８案件の審議につい
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ては、議長及び監査委員を除く１２名の委員で構成をする平成２８年度美瑛町議会決算審査

特別委員会を設置し、閉会中の付託審査とすることに決定しました。 

休憩中に決算審査特別委員会を開会し、正副委員長の互選を願います。 

暫時休憩します。 

休憩宣告（午後 １時３４分） 

再開宣告（午後 １時５０分） 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    休憩前に続いて会議を再開します。 

休憩中に平成２８年度美瑛町議会決算審査特別委員会の委員長及び副委員長の互選が行わ

れ、その結果がまいりましたので報告します。 

決算審査特別委員会の委員長に７番野村祐司議員、副委員長に９番和浩幸議員が就任を

されました。以上のとおりであります。 

 

日程第１９ 報告第１号 債権の放棄について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第１９、報告第１号、債権の放棄についての件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい」の声） 

はい、冨田税務課参事。 

（税務課参事 冨田 敏博君 登壇） 

○税務課参事（冨田○税務課参事（冨田○税務課参事（冨田○税務課参事（冨田    敏博君）敏博君）敏博君）敏博君）    報告第１号につきましてご説明いたします。議案集は６０頁

になります。今回の報告につきましては、平成２３年４月１日に施行されました美瑛町の債

権管理に関する条例により債権を適正に管理してまいりましたが、同条例第５条に基づき債

権の放棄をいたしましたので、同条例第６条の規定により議会に報告するものでございます。

以下、朗読をもちまして報告といたします。 

（議案の朗読を省略する） 

以上で、報告第１号を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

報告第１号については、これをもって審議を終わりたいと思います。 

ご異議はありませんか。 

（「なし」の声） 
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異議なしと認めます。したがって、報告第１号の件は報告を終わります。 

 

日程第２０ 意見書案第６号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を 

求める意見書について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第２０、意見書案第６号、林業・木材産業の成長産業化に向

けた施策の充実・強化を求める意見書についての件を議題とします。 

本件について、趣旨説明を求めます。 

（「はい」の声） 

はい、４番八木幹男議員。 

（４番 八木 幹男議員 登壇） 

○４番（八木幹男議員）○４番（八木幹男議員）○４番（八木幹男議員）○４番（八木幹男議員）    意見書は、朗読をもって提案にかえさせていただきます。 

（意見書案の朗読を省略する） 

よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第２０、意見書案第６号の件を採決します。意見書案第６号、林業・木材産業

の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書についての件を決議することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。したがって、意見書案第６号の件は決議することに決定をし

て、決議書を関係機関に送付することとします。 

   

日程第２１ 意見書案第７号 指定団体制度の堅持など酪農政策の確立に関する意見書について 

   

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第２１、意見書案第７号、指定団体制度の堅持など酪農政策の

確立に関する意見書についての件を議題とします。本件について趣旨説明を求めます。 



 

－ 42 － 

（「はい」の声） 

はい、７番野村祐司議員。 

（７番 野村 祐司議員 登壇） 

○７番（野村祐司議員）○７番（野村祐司議員）○７番（野村祐司議員）○７番（野村祐司議員）    意見書案第７号、要約、朗読をもって提案をいたします。 

（意見書案の朗読を省略する） 

以上、賛成賜りたく提出するものであります。よろしくお願いします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第２１、意見書案第７号の件を採決します。意見書案第７号、指定団体制度

の堅持など酪農政策の確立に関する意見書についての件を決議することに賛成の方は挙手願

います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。したがって、意見書案第７号の件は決議することと決定をし

て、決議書を関係機関へ送付するものであります。 

 

日程第２２ 意見書案第８号 農業・農村を崩壊させかねない農政改革とＴＰＰの拙速な 

国会承認の反対を求める意見書について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第２２、意見書案第８号、農業・農村を崩壊させかねない農政

改革とＴＰＰの拙速な国会承認の反対を求める意見書についての件を議題とします。 

本件について、趣旨説明を求めます。 

（「はい」の声） 

９番、和浩幸議員。 

（９番 和 浩幸議員 登壇） 

○９番（○９番（○９番（○９番（和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）和浩幸議員）    朗読をもちまして提案にかえさせていただきます。 

（意見書案の朗読を省略する） 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第２２、意見書案第８号の件を採決します。意見書案第８号、農業・農村を

崩壊させかねない農政改革とＴＰＰの拙速な国会承認の反対を求める意見書についての件を

決議をすることに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。したがって、意見書案第８号の件は決議することに決定をし

て決議書を関係機関に送付することにします。 

 

日程第２３ 意見書案第９ 「米政策改革」の抜本的見直しを求める意見書について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第２３、意見書案第９号、「米政策改革」の抜本的見直しを求

める意見書についての件を議題とします。本件について趣旨説明を求めます。 

（「はい」の声） 

はい、８番大坪正明議員。 

（８番 大坪 正明議員 登壇） 

○８番（大坪正明議員）○８番（大坪正明議員）○８番（大坪正明議員）○８番（大坪正明議員）    朗読をもってご提案申し上げます。 

（意見書案の朗読を省略する） 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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これから日程第２３、意見書案第９号の件を採決します。意見書案第９号、「米政策改革」

の抜本的見直しを求める意見書についての件を決議することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。したがって、意見書案第９号の件は決議することに決定をし、

決議書を関係機関に送付することにします。 

 

日程第２４ 意見書案第１０号 地方財政の充実・強化を求める意見書について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第２４、意見書案第１０号、地方財政の充実・強化を求める意

見書についての件を議題とします。本件について趣旨説明を求めます。 

（「はい」の声） 

１２番、佐藤剛敏議員。 

（１２番 佐藤 剛敏議員 登壇） 

○１２番（佐藤剛敏議員）○１２番（佐藤剛敏議員）○１２番（佐藤剛敏議員）○１２番（佐藤剛敏議員）    朗読をもって意見書といたします。 

（意見書案の朗読を省略する） 

よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第２４、意見書案第１０号の件を採決します。意見書案第１０号、地方財政

の充実・強化を求める意見書についての件を決議することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。したがって、意見書案第１０号の件は決議することに決定を

して、決議書を関係機関へ送付することとします。 

 

日程第２５ 意見書案第１１号 給付型奨学金制度の導入・拡充と教育費負担の軽減を 

求める意見書について 
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○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第２５、意見書案第１１号、給付型奨学金制度の導入・拡充と

教育費負担の軽減を求める意見書についての件を議題とします。本件について趣旨説明を求め

ます。 

（「はい」の声） 

はい、５番佐藤晴観議員。 

（５番 佐藤 晴観議員 登壇） 

○５番（佐藤晴観議員）○５番（佐藤晴観議員）○５番（佐藤晴観議員）○５番（佐藤晴観議員）    朗読で説明いたします。 

（意見書案の朗読を省略する） 

よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第２５、意見書案第１１号の件を採決します。意見書案第１１号、給付型奨

学金制度の導入・拡充と教育費負担の軽減を求める意見書についての件を決議することに賛

成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。したがって、意見書案第１１号の件は決議することに決定を

し、決議書を関係機関に送付するものとします。  

 

日程第２６ 意見書案第１２号 ＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物に係る税制特例の恒 

久化等を求める意見書について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第２６、意見書案第１２号、ＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物

に係る税制特例の恒久化等を求める意見書についての件を議題とします。本件について趣旨

説明を求めます。 

（「はい」の声） 

はい、４番八木幹男議員。 

（４番 八木 幹男議員 登壇） 
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○４番（八木幹男議員）○４番（八木幹男議員）○４番（八木幹男議員）○４番（八木幹男議員）    朗読をもって提案にかえさせていただきます。 

（意見書案の朗読を省略する） 

よろしくお願いをいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第２６、意見書案第１２号の件を採決します。意見書案第１２号、ＪＲ北海

道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物に係る税制特例の恒久化等を求める意見書についての件を決議する

ことに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。したがって、意見書案第１２号の件は決議することに決定を

して決議書を関係機関へ送付するものとします。 

 

日程第２７ 意見書案第１３号 「新たな高校教育に関する指針」の見直しと、機械的な 

高校統廃合ではなく、「３５人以下学級の実現」でゆき 

とどいた教育の前進を求める意見書について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第２７、意見書案第１３号、「新たな高校教育に関する指針」

の見直しと、機械的な高校統廃合ではなく、「３５人以下学級の実現」でゆきとどいた教育

の前進を求める意見書についての件を議題とします。本件について趣旨説明を求めます。 

（「はい」の声） 

１３番杉山勝雄議員。 

（１３番 杉山 勝雄議員 登壇） 

○１３番（杉山勝雄議員）○１３番（杉山勝雄議員）○１３番（杉山勝雄議員）○１３番（杉山勝雄議員）    朗読により提案いたします。 

（意見書案の朗読を省略する） 

よろしくお願いいたします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 
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（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第２７、意見書案第１３号の件を採決します。意見書案第１３号、「新たな高

校教育に関する指針」の見直しと、機械的な高校統廃合ではなく、「３５人以下学級の実現」

でゆきとどいた教育の前進を求める意見書についての件を決議することに賛成の方は挙手願

います。 

（挙手多数） 

挙手多数であります。したがって、意見書案第１３号の件は決議することに決定をして決

議書を関係機関へ送付します。 

 

日程第２８ 議員の派遣について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第２８、議員の派遣についての件を議題とします。本件につい

て地方自治法第１００条第１３項及び美瑛町議会会議規則第１２７条の規定によって、別紙

のとおり議員の派遣をしたいと思います。 

お諮りします。本議会は、別紙のとおり議会議員の派遣をすることにご異議はありません

か。 

（「なし」の声） 

異議なしと認めます。したがって、別紙のとおり議員の派遣をすることに決定しました。

なお、派遣地等に変更が生じた場合には議長において承認をしたいと思います。ご了承をお

願いします。 

 

日程第２９ 所管事務調査の申し出について 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    日程第２９、所管事務調査の申し出についての件を議題とします。

本件について総務文教常任委員会委員長和浩幸議員、産業経済常任委員会委員長佐藤晴観

議員、議会運営委員会委員長福原輝美子議員から所管事務調査を行うため閉会中の継続調査

の承認を求める申し出が別紙のとおりあります。 

お諮りします。本件については各委員長からの申し出のとおり承認をしたいと思います。 
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ご異議はありませんか。 

（「なし」の声） 

はい、異議なしと認めます。したがって、本件は各委員長の申し出のとおり承認をするこ

とに決定しました。なお、派遣地、調査事項等に変更が生じた場合においては、議長におい

て承認をしたいと思います。ご了承をお願いをします。 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    ここで、今月をもって退任をされます大西教育委員長から、退任の

ご挨拶があります。よろしくお願いします。 

（「はい」の声） 

大西教育委員長。 

（教育委員長 大西 宣充君 登壇） 

○教育委員長○教育委員長○教育委員長○教育委員長((((大西宣充君）大西宣充君）大西宣充君）大西宣充君）    このような場を設けていただきまして大変ありがたく思ってお

ります。このたび、平成２８年９月３０日をもちまして４期１４年の任期を終了し、教育委

員長を退任させていただきます。顧みれば、平成１４年に教育委員に任命され、平成２４年

からは教育委員長として先輩から受け継いだかけがえのない財産や資源を活用した子ども

たちの健全な育成と生涯学習社会の実現に努め、教育環境の整備の充実を図ることができま

した。これも、町長はじめ議会の皆さま並びに町民の皆さまのご理解やご協力のおかげと深

く感謝しております。また、この間くしくも教育界においても激動の時期に、教育の持つ役

割の大きさ重さを痛感しながら１４年間にわたり職務に当たってまいりました。公私共に格

別のご指導とご厚情を賜り、おかげをもちまして何とか職務を全うすることができました。

謹んで厚くお礼申し上げます。ありがとうございました。 

結びに、皆さまのご健勝とご多幸、そしてご活躍をお祈り申し上げ退任の挨拶とさせてい

ただきます。どうもありがとうございました。 

 

 

閉会宣告 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    これをもって、本定例会へ付議された案件の審議は全部終了しまし

た。会議を閉じます。平成２８年第５回美瑛町議会定例会を閉会します。 

 

閉会挨拶 

 

○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）○議長（濱田洋一議員）    ２日間にわたってありがとうございます。今、大西教育委員長さん

からご挨拶がありました。改めて、大変長い間教育のためにご奮闘いただきました。ありが
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とうございます。お礼申し上げます。また、新たに千葉教育長、再任をされております。ど

うぞ今後とも、子どもたちのために美瑛町のためにご尽力をお願い申し上げて、簡単であり

ますけども閉会のご挨拶とします。ありがとうございました。 

  午後 ２時２９分 閉会 
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上記のとおり相違ないことを証するため、ここに署名します。 

 

    平成２８年１２月８日 

 

美瑛町議会 議 長 濱 田 洋 一 

 

         議 員 福 原 輝美子 

  

         議 員 佐 藤 剛 敏 

 

 

 

 


